
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 駒沢女子短期大学 
設置者名 学校法人 駒澤学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 保育科 
（2023年度入学） 

  10 44 54 7  

 保育科 
（2022年度以前入学） 

  10 43 53 7  

（備考） 

2022年度入学者より新カリキュラム 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.komajo.ac.jp/uni/kouhyou/kouhyou2_2.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由）該当なし 

 

 
 

 

 
 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 駒沢女子短期大学 
設置者名 学校法人 駒澤学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.komajo.ac.jp/data/index.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 
常勤・非常勤

の別 
前職又は現職 任期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 清巖寺住職 

2022年 6月 1日～ 

2025年 5月 31日 

（3年） 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 霊樹寺住職 

2022年 6月 1日～ 

2025年 5月 31日 

（3年） 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 永平寺監院 

2022年 6月 1日～ 

2025年 5月 31日 

（3年） 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 天寧寺住職 

2022年 6月 1日～ 

2025年 5月 31日 

（3年） 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 駒沢女子短期大学 

設置者名 学校法人 駒澤学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 
 授業計画（シラバス）記載項目：①科目分類（実務教員が担当する授業はここに（J）

が付される）、②授業区分、③研究室、④オフィスアワー、⑤授業のテーマ・内容、

⑥到達目標、⑦授業開始前学習、⑧各回の授業内容と課題学習（予習・復習）、⑨テ

キスト・教材、⑩参考書、⑪卒業時に身につけておかなければならない４つの力との

関連度（学修指針と科目との関連度合いを０～４で表示）、⑫課題のフィードバック

方法、⑬評価の基準と方法（具体的な評価方法及び配分基準等）、⑭関連科目、⑮そ

の他、⑮予習・復習の所要時間、⑯実務経験の有無、⑰実務経験を活かした教育内容 

 

 授業計画の作成過程：①担当教員（複数教員担当の場合は代表者）がシラバス案を作

成する（年末～年初）。②学科の教務委員の教員が内容の適否を審査する。③不適の

場合、再度担当教員に修正を依頼する。④年度初め（4 月）に公表する。 

 

 授業計画の公表方法について：大学ホームページ上で公表している（総合案内▶教育

情報の公表▶（2）授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業計画▶授業の方法

及び内容並びに年間のシラバス） 

授業計画書の公表方法 https://www.komajo.ac.jp/uni/kouhyou/kouhyou2_2.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
 単位授与又は履修認定の厳格かつ適正な実施：本学は、ディプロマ･ポリシーを設定

したうえで、４つの学修指針（思考力、表現力、遊び力、人間力）にもとづき、当該

科目の評価基準を定め（シラバスに記載）、それをもとに成績評価を実施し単位を与

えている。成績評価の方法は、試験、レポート、プレゼンテーション、授業内で行わ

れる確認テスト等、科目、担当者により異なる。 

 

 学修成果の厳格かつ適正な評価の実施：本学は、駒沢女子短期大学アセスメント･ポ

リシーを策定している。そこに「ＤＰに掲げる能力（思考力、表現力、遊び力、人間

力）の到達目標を測るために、学生は 2年次後期の保育・教育実践演習の授業内で GPA

を確認し、自己評価を行い、また、担当教員は学生の自己評価結果を確認することで、

教員、学生双方が学修状況を把握する体制を整えている。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 
 ＧＰＡ等の客観的な指標の具体的な内容：本学は、5段階成績評価による科目の成績

を以下のように数値化している。①秀＝90～100点（Grade Point 4）、②優＝80～89

点（Grade Point 3）、③良＝70～79点（Grade Point 2）、④可＝60～69点（Grade 

Point 1）、⑤不可＝59～0点（Grade Point 0）、定期試験欠席（Grade Point 0）、出

席不足（Grade Point 0）。これらは、履修ガイドで公表している。計算式は、以下の

通りである。 
 

    （4×秀の修得単位数＋3×優の修得単位数＋2×良の修得単位数＋1×可の修得単位数） 
 GPA＝ 
            総履修登録単位数（不可の単位数を含む） 
 

 客観的な指標の適切な実施状況：本学は、全授業において成績評価入力を行う際、入

力終了後に確認のＧＰＡの数値の分布を確認できるシステムになっている。成績の極

端な偏りをチェック後、成績入力終了が可能なため、ＧＰＡの極端な逸脱が無いよう、

成績の客観性、平等性を確保している。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.komajo.ac.jp/uni/guidance/study-guide.html 

【履修ガイド】保育科 P19 参照 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

 卒業の認定に関する方針の具体的な内容：本学は、教育の理念（知性と理性を備えた

心豊かな女性の育成）に基づき、以下のような資質・能力の養成を教育目標（ディプ

ロマ･ポリシー）として掲げ、これに基づき編成された２年間の課程を学修し、卒業

に要する所定の単位を修得することを学位授与の要件としている。 

（１）真理の追及に努め、柔軟に判断・解決する多角的視点と創造的思考力 

（２）「想・奏・創」の限りない表現に気づく視点（感覚）とそれを広げる専門的技

術、また自らもこれらを豊かに表現する力 

（３）「子どもの遊び」の本質を理解し、その世界を共有しながら、子どもとともに

自らも楽しむ力 

（４）多様な価値観をありのまま認め、受け入れる心と他者を思いやり協働する力 

 

 卒業の認定に関する方針の適切な実施状況：本学のカリキュラム･ポリシーで定めら

れた評価方法を使い、ディプロマ･ポリシーに掲げる能力が達成されているか否かを

判定するとともに、学則で定められた卒業要件を満たしているか否かを教授会で確認

している。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.komajo.ac.jp/uni/guidance/diploma-policy_jc.html 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 駒沢女子短期大学 

設置者名 学校法人 駒澤学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.komajo.ac.jp/data/index.html 

収支計算書又は損益計算書 https://www.komajo.ac.jp/data/index.html 

財産目録 https://www.komajo.ac.jp/data/index.html 

事業報告書 https://www.komajo.ac.jp/data/index.html 

監事による監査報告（書） https://www.komajo.ac.jp/data/index.html 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法： 
https://www.komajo.ac.jp/uni/guidance/characteristic/daisanshahyoka.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法： 
https://www.komajo.ac.jp/uni/guidance/characteristic/daisanshahyoka.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 保育科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.komajo.ac.jp/uni/guidance/mission_jc.html） 

（概要）本学保育科は、人間力・遊び力・表現力・思考力を柱とした保育・教育、福祉の

専門性を身に付け、未来を切り拓く力をもった総合的人間力の高い人材を育成することを

目的とする。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.komajo.ac.jp/uni/guidance/diploma-policy_jc.html） 

（概要）「生涯にわたる人格形成の基礎を培う乳幼児期の保育・教育、福祉に携わる保育

者を目指す者として、確かな専門知識と技術の修得、これらを用いて職務を遂行

できる実践力を有すること」を学位授与の条件とする。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.komajo.ac.jp/uni/guidance/curriculum-policy_jc.html） 

（概要）本学保育科は、「基礎科目」「専門教育科目」の枠を設け、ディプロマ・ポリシー

で掲げている 4 つの教育目標（①思考力、②表現力、③遊び力、④人間力）を達

成するために必要なカリキュラムと教育方法を用意している。特に、「子どもの

遊び」を支えることができる保育者、また、子どもをはじめとした人々の表現を

支える感受性や表現力をもった保育者を養成するカリキュラムを編成し、身体・

音楽・造形に関する表現系科目を充実させている。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.komajo.ac.jp/uni/guidance/admission-policy_jc.html） 

（概要）駒沢女子短期大学では、建学の精神を理解し、基礎学力を有し、知的好奇心をも

った勉学意欲に富み、「資格を取得したい」「資格を活かして保育職に就きたい」

という夢を持つ次のよう人を求めている。 

１．入学後の学修に必要な基礎学力（特に国語力）がある人。 

２．基本的な生活習慣が身についている人。 

３．自分の長所や短所に気づき、それらを生かしていきたいという思いがある人。 

４．自分の考えや気持ちを自分らしい方法で伝えようとする意欲がある人。 

５．子どもや人、自然と触れ合うことに興味・関心があり、専門的知識をもって

理解を深めたいと思っている人。 

６．何かに打ち込んだことがある、もしくは、打ち込みたいと思う人。 

７．子どもとかかわる仕事に就く意欲のある人。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.komajo.ac.jp/uni/guidance/pdf/organization.pdf 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 0人 － 0人 

保育科 － 4人 8人 2人 0人 1人 15人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 12人 12人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.komajo.ac.jp/uni/kouhyou/index.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

保育科 130人 56人 43.1％ 260人 129人 49.6％ 0人 0人 

合計 130人 56人 43.1％ 260人 129人 49.6％ 0人 0人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

保育科 
80人 

（100％） 

3人 

（  3.8％） 

68人 

（  85.0％） 

9人 

（  11.3％） 

合計 
80人 

（100％） 

3人 

（  3.8％） 

68人 

（  85.0％） 

9人 

（  11.3％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

進学先：相模女子大学（編入） 就職先：梨花幼稚園、稲田保育園、七沢療育園 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

保育科 
84人 

（100％） 

79人 

（94.0％） 

3人 

（ 3.6％） 

2人 

（ 2.4％） 

0人 

（  0％） 

合計 
84人 

（100％） 

79人 

（94.0％） 

3人 

（ 3.6％） 

2人 

（ 2.4％） 

0人 

（  0％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

本学の授業科目は、基礎科目と専門教育科目で構成される。科目には必修、選択必修、選択

の区別がある。それらは、前期あるいは後期のみで終了する半期科目で大多数を占めるが、

前期及び後期を通して行われる通年科目、ある一定期間に集中して行う集中授業科目もあ

る。 

 授業には、講義及び、演習・実習・実技の区分がある。講義科目は、30時間の授業、60 時

間の自習時間を合わせて 2単位、演習・実習・実技科目は、30時間の授業、15時間の自習

時間を合わせて 1単位に換算している。 

 授業は、授業計画（シラバス）に基づき実施される。授業計画には、①科目分類（実務教

員が担当する授業はここに（J）が付される）、②授業区分、③研究室、④オフィスアワー、

⑤授業のテーマ・内容、⑥到達目標、⑦授業開始前学習、⑧各回の授業内容と課題学習（予

習・復習）、⑨テキスト・教材、⑩参考書、⑪卒業時に身につけておかなければならない４

つの力との関連度（学修指針と科目との関連度合いを０～４で表示）、⑫課題のフィードバ

ック方法、⑬評価の基準と方法（具体的な評価方法及び配分基準等）、⑭関連科目、⑮その

他、⑮予習・復習の所要時間、⑯実務経験の有無、⑰実務経験を活かした教育内容、以上の

17 項目が記されている。 

 シラバスは、①担当教員（複数教員担当の場合は代表者）がシラバス案を作成する（年末

～年初）。②学科の教務委員の教員が内容の適否を審査する。③不適の場合、再度担当教員

に修正を依頼する。④年度初め（4月）に公表する、という過程を経て公開されている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

本学は、全学ディプロマ･ポリシーを設定したうえで、４つの学修指針（思考力、表現力、

遊び力、人間力）にもとづき、学修内容に沿って、担当教員は、当該科目の評価基準を定め

（シラバスに記載）、それをもとに成績評価を実施し単位を与えている。成績評価の方法は、

試験、レポート、授業内で行われる確認テスト、プレゼンテーション等、科目、担当者によ

り異なる。また、ディプロマ･ポリシーに掲げる能力（思考力、表現力、遊び力、人間力）

の到達目標を測るために、学生はポートフォリオ等を用い自己評価を行い、また、担当教員

は学生の自己評価結果を確認することで、教員、学生双方が学修状況を把握する体制を整え

ている。 

成績評価の具体的な指標としてはＧＰＡを用いる。ＧＰＡは、５段階成績評価による科目

の成績を以下のように数値化し、計算式に基づき科目 1 単位あたりの平均点を求めたもの

である。 

①秀＝90～100点（Grade Point 4） 

②優＝80～89点（Grade Point 3） 



  

③良＝70～79点（Grade Point 2） 

④可＝60～69点（Grade Point 1） 

⑤不可＝59～0点（Grade Point 0） 

⑥定期試験欠席（Grade Point 0）、出席不足（Grade Point 0） 
 
    （4×秀の修得単位数＋3×有の修得単位数＋2×良の修得単位数＋1×可の修得単位数） 
 GPA＝ 
            総履修登録単位数（不可の単位数を含む） 

卒業（学位授与）は、①教育目標（ディプロマ･ポリシー）に基づき編成された２年間の

課程を学修し、卒業に要する所定の単位を修得していること、②２年以上在学しているこ

と、③所定の学費を完納していることを学則で定めている。 

卒業要件の認定にあたっては、カリキュラム･ポリシーで定められた評価方法を使い、ディ

プロマ･ポリシーに掲げる能力が達成されているか否かを判定するとともに、学則で定めら

れた卒業要件を満たしているか否かを教授会で確認している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 保育科 64単位 ○有 ・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法： 

https://www.komajo.ac.jp/uni/guidance/study-guide.html 

【履修ガイド】保育科 P22～23 参照 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.komajo.ac.jp/campusmap/index.html 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 保育科 816,000円 300,000円 266,000円 

維持費  200,000 

実験実習費 66,000 

(休学中は維持費のみ徴収) 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 担任制度とスチューデント・プロファイルの導入：本学では、担任制度（社会人アド

バイザー制度を含む）とスチューデント・プロファイルにより学生の情報を一元化

し、学生一人一人に即した対応ができる体制を整えている。 

 再試験制度：本学は、特定の科目の定期試験不合格者に対し、担当教員が必要と認め

た場合に再試験を行う制度を採用している。再試験該当者には試験範囲、課題等を通

知し、再試験実施までは一定の期間を設け、学生の学修を促している。 

 学修支援センターの設置：テーラーメイド教育の一環として、学内に「学修支援セン タ

ー」を設置し、学生の基礎教養力養成および進路ニーズに対応した学修のサポート を行

っている。学修相談を適宜行いながら、各種の資格取得・検定で成果が得られる ように

対策講座、セミナーを実施している。現在、国語、英語、数学、社会の指導員 が在籍

し、公務員試験（幼稚園教諭・保育士）を受けるための基礎力養成等に力を入れてい

る。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

保育者養成において伝統に基づいた一人ひとりの個性に応じた的確な支援で、希望の進路

をバックアップしている。教員と進路総合センターとが連携しながら、学生一人ひとりの希

望や活動状況を把握し、進路が決定するまでのすべてのプロセスを丁寧にサポートしてい

る。 

学生支援課、学生相談室とも密に情報を共有し、心身の健康等に係るポイントにも適切に

対応できるよう努めている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜学生相談室および保健室＞  

学生相談室および保健室は、学生の心身両面にわたる支援を行うため、緊密に連携してい

る。 

 学生相談室では、学生生活を送るなかで生じるさまざまな悩みに対応するため、履修、将

来、自分の性格や心理的問題、家族や友人との関係、恋愛問題について、広く相談を受け付

けている。また、健康診断時に全学生を対象としたメンタルヘルスチェックを実施し、心身

の健康に不安を持つ学生の早期発見・早期対応に努めている。専任スタッフとして公認心理

師・臨床心理士資格を持つカウンセラー3名、そのほかにも各学科・学類の学生相談室担当

教員が全面的にバックアップしている。学生相談室担当教員は、相談室の運営･企画に関わる

だけでなく、大学生活の各場面において学生のニーズに応じて柔軟に対応し、マネジメント

機能を果たしている。相談内容によっては、学生相談室担当教員がその立場や専門性を生か

して対応することもある。受付時間は土日、祝祭日を除く平日の午前 9時 30分から午後 5時

30 分までである（相談時間は午前 10時から午後 5時）。学生相談室におけるカウンセリン

グ利用は原則として予約制で、申込は通常、学生相談室カウンターで受け付けている。ま

た、対面での面接形態に加え、学生が自宅からでも相談できるよう、電話による受付・相談



  

体制も整えている。 

保健室は、健康上のあらゆる相談、けがなどの応急処置、健康に関する情報提供を行って

いる。また、必要な場合には医療機関、その他の機関を紹介し、健康に過ごせる学生生活を

サポートしている。看護師 3 名を配置し、月曜日から土曜日まで、開室時間は平日が午前 9

時から午後 5時 50 分、土曜日が午前 9時から午後 4時となっている。 

 両機関とも、学生に対して守秘義務を負うことは当然だが、相談内容によっては、学生の

了解を得たうえで、相互に、あるいは学生支援課その他の部署・学外機関とも連携を図って

いる。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.komajo.ac.jp/uni/kouhyou/index.html 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期 後半期 年間

支援対象者（家計急変
による者を除く）

12人 13人 13人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

学校コード F213310104240

学校名 駒沢女子短期大学

設置者名 学校法人　駒澤学園

- -

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

内
訳

第Ⅰ区分 - -

第Ⅱ区分 - -

第Ⅲ区分

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

合計（年間） 13人

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

0人 0人 0人

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

0人 0人 0人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 0人 0人 0人

（備考）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況
0人 0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

0人 0人 0人

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人 0人

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

（備考）

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

0人 0人 0人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

（備考）

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人 0人

計 0人 0人 0人


